
【受講対象】 明細書作成と特許法の基本的理解のある方で、意見書作成や補正手続
の実践的実務能力を高めたい方、または②を受講された方
複数の特許庁出身弁理士が講師となり、明細書の起草・出願から意見書作成
補正手続きをへて、特許（拒絶）査定まで実践的で集中的訓練を行います。

【会場】 赤坂陽光ホテル　東京都港区赤坂６－１４－１２（１人１部屋）

【日程】 3月２日（金）ホテルチェックイン１８：３０PM、１９：３０（会議室集合）～２１：００ＰＭ
３日（土）９：００AM～２１：００ＰＭ（朝食、昼食、夕食付）
４日（日）９：００AM～１７：００ＰＭ（朝食、昼食、夕食・懇親会付）

【演習形式】 実際の発明試作品を全員に1個づつお渡しします。発明者の説明と質問から始め、ゼロからの
明細書の起草、出願、中間処理（意見書・補正手続）、特許（拒絶）査定までを、特許技術者
としてなすべき手続きを訓練します。拒絶理由通知は特許庁出身講師が行います。

<受講者> ・明細書起草→出願→拒絶理由通知→（審査官面接）→意見書作成・補正手続（分割）
　→最後の拒絶理由通知→補正手続→特許査定（or 拒絶査定）を演習の形で行う。
・3-4人のチーム（擬似特許事務所）を5 or 6チーム編成⇒最後は特許査定か拒絶査定か
・各チームには最終日に総括発表を行ってもらいます。

　　＜訓練のポイント＞・発明者へのインタビュウ法　・発明と権利化内容の把握　・請求項の表現
・拒絶における審査官の真意　・意見書/補正の論理主張　・分割などの戦略思考

<審査官役> 稲葉慶和審査官役（A,B,Cチーム担当）　鈴木伸夫審査官役（D,E,Fチーム担当）
（最終日、特許査定or拒絶査定の決定）

<チーム顧問> 実質的講師の役割：鈴木伸夫（A,B,Cチーム担当）　稲葉慶和（D,E,Fチーム担当）

【受講料】 138、096円　（消費税込み145,000円）
【講師陣】
稲葉慶和　（合宿演習）
１９６４年 姫路工業大学電気工学科　卒 　著　書

１９６４年特許庁入庁審査部　(旧)通信、(旧)情報処理 拒絶理由通知との対話　　発明協会（1989）

　　　　　審判部　　第２９部門（デジタル通信） 異議事件とつきあう話　　発明協会（1991）

　　　　　その他 （旧称）機械化研究室、 不正競争防止法制定史　　学術選書（編集協力：1998）

工業所有権研修所研究室等 陪審法判例集成　　　　　学術選書（編集：2000）

２００１年　特許庁を退職、弁理士登録 新・拒絶理由通知との対話 エイバックズーム（2006)

鈴木伸夫　（合宿演習）
１９６９年東京教育大学農学部農業工学科卒業 活動状況

　同年　特許庁入庁、審査官 １９８２年～１９８５年　

１９５８年特許庁審判部審判官 　　　　　工業所有権制度１００年史編纂室併任

１９９６年　同　　審判部審判長 現在　　筑波大学非常勤講師

１９９８年　同　　審判部部門長 　　　　　埼玉大学非常勤講師

１９９９年弁理士登録（脇・鈴木特許事務所）
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